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	図2: YY-1過発現がHaCaT細胞の分化マーカー遺伝子に与えるの影響 
	  
	図4:BrdU試験によるYY-1がHaCaT細胞の増殖能に与える影響の評価 
	 
	  
	図5:細胞増殖マーカーKi-67による組織染色 
	(５) 細胞増殖や細胞周期に関与するセルシグナル関係のタンパク質発現量をウエスタンブロッティングにて評価しました。図6に示すように、コントロールと比較すると、YY-1過発現しているHaCaT細胞は細胞周期の進行を阻害し、増殖抑制に働くといわれるp21,16は低下し、細胞分裂のG2/M期の促進因子であるサイクリンB1は増加しています。以上より、YY1により細胞分裂と増殖が起こりやすい状態にあることが分かりました。 
	  
	 

